


























































































































































り返したものを背後から両肩 懸け、腋前で細く絞りつつ垂下し、左方分を上 して大腿の半ばと膝部の前においてそれぞれＵ字状に撓んでわたり、いずれも反対側の前膊の半ばに懸かって外側 垂下する　
正面を向き、腰を右に捻り、左足をやや前に踏み出す。右腕を軽く屈臂しつつ垂




挿図 2　同 X 線透過画像（頭部 側面）挿図 3　同 X 線透過画像（胸部 側面）












































は後頭部、 頸部、 背部、 腹部の四箇所において、
ほぼ正方形の刳り窓を開け、臀部と脚部裏には長方形の刳り窓を開けて、それぞれから内刳りを施し、内部で貫通させている。刳り窓には蓋板 当て が、いずれも
挿図 4　同 頭部 正面挿図 5　同 X 線透過画像（頭部）
挿図 6　同 裙裾部挿図 7　同 裙正面の打ち合わせ部




















































漆を盛りつけて成形しているとみら る。ただし、正面の各着衣のうち左肩から右脇腹に斜めにわたる条帛、腹前に舌状に垂れる裙の折り返し部、膝前において上・下に撓む天衣の各衣褶には幾分補修の手 加わ ようであ 。また、右脛に懸かる裙の衣褶に比べると、左脛のそれは控え目であ が
（挿図
6（、これは充塡された






















挿図 （　同 背面挿図 （　同 左側面




挿図 （0　同 頭部 右側面
挿図 （2 －（2）　同 頭部 左側面
挿図 （2 －（（）　聖観音菩薩立像 奈良・璉珹寺
挿図 （（　同 頭部 左側面






























































































挿図 （3　湖北・余呉　菅山寺周辺の景観（google earth 使用）




















































































































































































































































































田中日佐夫「湖北の美術」 『古美術』二九号・特集湖北 美術 三彩社 一九七〇年。高梨純次「滋賀・鶏足寺木心乾漆造十二神将 につい ―そ 制作年代の推定―『MUSEUM』四三七号、東京国立博物館、一九八七年（のち「長浜市木之本町・鶏足寺木心乾漆造十二神将像の制作年代について」と改題のうえ同『近江の古像』思文閣出版、二〇一四年に収録
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